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第１章 計画の目的・構成 

 

１．計画策定の背景と目的 

北谷町は、沖縄本島中部の西海岸に位置する面積 13.78㎢（平成 22年 10月現在、国

土地理院）、人口 27,264人（平成 22年国勢調査）の町です。 

町西側の約 5.6kmにわたる沿岸域には美しいサンゴ礁が生息し、ダイビングをはじめ

とするマリンスポーツが楽しめるとともに、広域的な商業・レクリエーションゾーンが

形成されるなどの魅力を備えています。また、本町を含む本島中部には米軍施設が集中

していることから、アメリカ文化の影響を受けた独特の文化が形成され、国際性豊かな

町となっています。加えて、斜面地などに残る自然性の高い緑地や各地域に存する拝

所・湧水、住民等との協働のもとで質の高い景観を形成している市街地など、地域ごと

に育まれてきた「地域の良さ ＝ 豊かな資源」が数多くあり、地域の誇りや個性の基盤

となっています。 

一方で、近年、主としてアメリカンビレッジなど西海岸の魅力と活力の向上を要因と

して町内全域で新規開発の動向が活発化しつつあります。これらの開発は、ややもする

と「地域個性の維持・継承・発展」と不協調となりがちな点が懸念されます。 

本町では、これまで総合計画や都市計画マスタープランのもと各種施策を展開する中

で、魅力ある都市景観の形成に努めてきました。しかしながら、近年の町内の動向等を

踏まえ、景観に関するより総合的かつ実効性のある展開を図ることが求められています。 

そうした中、平成 16 年６月に景観に関する総合的な法律（景観法）が制定されたこ

とで、市町村等が地域の特性を活かした良好な景観形成を推進していく環境が整えられ

ました。 

こうした背景を受け、本町では平成 24 年５月に、景観法に基づく景観行政団体とな

りました。このため、町民との協働のもと主体的な景観行政に取り組むことで、本町の

美しい景観を守り・育て・創出し、次世代へと継承し、『ニライの都市
ま ち

』の実現に寄与

することを目的に、景観法に基づく「北谷町景観計画」を策定します。 
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２．景観計画の位置づけ・期間 

（１）計画の位置づけ 

北谷町景観計画は、北谷町の景観に関する施策を総合的かつ体系的に示すもので、北

谷町総合計画基本構想・基本計画に即し、北谷町都市計画マスタープランや北谷町緑の

基本計画など町の関連計画等との整合・連携を図るとともに、沖縄県の上位関連計画等

を踏まえつつ策定するものです。 
  

■ 計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）計画期間 

本計画は、平成 25年度から平成 29年度までの５年間とします。 

なお、計画期間中にあっても、社会経済情勢の変化や上位・関連計画の見直し等にあ

わせ、必要に応じて見直しを行うとともに、成長型の計画として、景観形成への取り組

みを通じて内容を充実していくこととします。 

 

景観行政 

団体 

北谷町総合計画基本構想・基本計画 

・北谷町緑の基本計画 

・北谷町住宅マスタープラン 

・フィッシャリーナ整備事業 

・桑江伊平土地区画整理事業 

・北谷町キャンプ桑江南側地区 

まちづくり基本計画案 

・県道 24 号線バイパス整備事業 

・沖縄 21世紀ビジョン 
  

・第４次沖縄県国土利用

計画 
  

・“美ら島沖縄”風景づく

り計画（沖縄県景観形

成基本計画）・沖縄県景

観形成条例 
  

・中部広域都市計画都市

計画区域の整備、開発

及び保全の方針 

沖縄県上位関連計画等 

即する 

整合 
・ 
連携 

北谷町都市計画マスタープラン 

即する 

整合 
整合 

踏まえる 

その他関連計画等 

北谷町景観計画 

北谷町景観条例･同施行規則 
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３．景観計画の構成 

北谷町景観計画は、以下の６章で構成します。 
  

■ 計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 景観法第８条第２項に規定する必須事項。 

北谷町景観計画  

第１章 計画の目的・構成 

１．計画策定の背景と目的     ２．景観計画の位置づけ･期間 

３．景観計画の構成        ４．計画策定の体制 

第２章 北谷町の景観特性と課題 

１．町の概況  ２．市街地及び景観の変遷  ３．景観特性と課題 

第３章 景観形成の方針 

１．基本理念と目標 

２．景観計画の区域 ※ 

３．良好な景観の形成に関する方針 

第４章 良好な景観の形成のための行為の制限 

１．届出対象行為と手続きの流れ 

２．景観形成の基準 ※ 

第６章 計画推進に向けて 

１．多面的な取り組みの推進 

２．景観づくり推進体制の構築 

構
成
編 

現
況
編 

計 

画 

編 

推
進
編 

第５章 良好な景観の形成に関するその他の方針 

１．景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針 ※ 

２．景観重要公共施設の指定の方針 
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４．計画策定の体制 

計画策定の体制は以下の通りです。 
  

■ 策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町   長 

北谷町景観まちづくり

ワークショップ 
  

○公募による町民 

○自治会 

○地域まちづくり活動団体 等 

＜ 庁内検討組織 ＞ 

  

北谷町景観計画 

庁内検討会議 

（町関係課長） 

＜ 事 務 局 ＞ 

意見 

資料説明 

調整･協議 

意見等 

計画案 

説明 

庁   議 

了承 

北谷町 

都市計画審議会 
意見照会 

部   長   会 

景観行政団体交付式の様子

（平成24年3月27日 沖縄県庁） 

提案 北谷町 

都市建設課 

ワーキング 

（コンサルタント） 


